
令
和
元
年
六
月
七
日
受
領

答
弁
第
一
九
二
号

内
閣
衆
質
一
九
八
第
一
九
二
号

令
和
元
年
六
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
成
田
空
港
・
羽
田
空
港
へ
着
陸
す
る
航
空
機
の
落
下
物
防
止
の
た
め
の
洋
上
脚
下
げ
に
関
す
る

質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
成
田
空
港
・
羽
田
空
港
へ
着
陸
す
る
航
空
機
の
落
下
物
防
止
の
た
め
の
洋
上
脚
下
げ
に
関

す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
洋
上
脚
下
げ
方
式
の
実
施
を
決
定
し
た
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
平
成
三

年
一
月
二
十
五
日
付
け
で
、
運
輸
省
東
京
航
空
局
新
東
京
国
際
空
港
長
（
当
時
）
か
ら
、
新
東
京
国
際
空
港
航
空
会
社
運
営

協
議
会
（
当
時
）
に
対
し
、
「
氷
塊
落
下
物
防
止
対
策
に
つ
い
て
」
（
以
下
「
要
請
文
書
」
と
い
う
。
）
を
発
出
し
、
航
空

機
の
脚
下
げ
（
以
下
「
脚
下
げ
」
と
い
う
。
）
を
洋
上
で
行
う
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
が
、
こ
の
要
請
文
書
の
発
出
を
決
定

す
る
に
当
た
っ
て
、
何
ら
か
の
合
議
体
が
開
催
さ
れ
た
記
録
は
、
確
認
で
き
て
い
な
い
。

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

要
請
文
書
を
発
出
し
た
平
成
三
年
当
時
を
含
め
、
御
指
摘
の
「
落
下
物
減
少
」
と
「
洋
上
脚
下
げ
の
実
施
」
と
の
因
果
関

係
は
必
ず
し
も
解
明
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
国
土
交
通
省
と
し
て
現
時
点
で
確
認
し
て
い
る
限
り
で
お
答
え
す
れ

ば
、
成
田
国
際
空
港
（
平
成
十
五
年
度
以
前
は
新
東
京
国
際
空
港
。
以
下
同
じ
。
）
周
辺
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
航
空
機
か

ら
の
落
下
物
（
氷
塊
を
除
く
。
）
の
事
例
の
件
数
を
成
田
国
際
空
港
へ
の
航
空
機
の
発
着
回
数
（
以
下
「
発
着
回
数
」
と
い

一



う
。
）
で
除
し
た
値
は
、
成
田
国
際
空
港
が
開
港
し
た
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
要
請
文
書
が
発
出
さ
れ
た
平
成
二
年
度
ま
で

の
十
三
年
間
（
以
下
「
要
請
文
書
発
出
ま
で
の
十
三
年
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
約
〇
・
〇
〇
〇
〇
二
八
で
あ
り
、
平

成
三
年
度
か
ら
平
成
三
十
年
度
ま
で
の
二
十
八
年
間
（
以
下
「
直
近
二
十
八
年
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
約
〇
・
〇
〇

〇
〇
〇
七
で
あ
る
。
ま
た
、
成
田
国
際
空
港
周
辺
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
航
空
機
か
ら
の
落
下
物
（
氷
塊
に
限
る
。
）
の
事

例
の
件
数
を
発
着
回
数
で
除
し
た
値
は
、
要
請
文
書
発
出
ま
で
の
十
三
年
間
に
お
い
て
は
約
〇
・
〇
〇
〇
〇
六
一
で
あ
り
、

直
近
二
十
八
年
間
に
お
い
て
は
約
〇
・
〇
〇
〇
〇
〇
七
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
七
月
十
九
日
付
け
で
、
国
土
交
通
省
東
京
航
空
局
成
田
国
際
空
港
長
か
ら
、
成
田
国
際
空
港
航
空
会
社
運

営
協
議
会
に
対
し
、
「
成
田
国
際
空
港
に
お
け
る
落
下
物
防
止
対
策
の
実
施
に
つ
い
て
」
を
発
出
し
、
そ
の
中
で
、
御
指
摘

の
「
北
側
か
ら
着
陸
す
る
場
合
」
に
「
民
家
の
多
い
地
域
」
に
お
け
る
脚
下
げ
の
実
施
を
避
け
る
べ
き
旨
を
求
め
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
こ
の
求
め
の
内
容
に
つ
い
て
変
更
は
な
い
。

二
に
つ
い
て

空
港
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
八
十
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
空
港
の
う
ち
、
御
指
摘
の
「
着
陸
前
の
洋
上
脚
下
げ
」

二



の
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
北
九
州
空
港
が
あ
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
羽
田
空
港
へ
着
陸
す
る
航
空
機
の
洋
上
脚
下
げ
の
実
施
に
関
す
る
何
ら
か
の
指
導
や
取
り
決
め
」
及
び
「
そ

の
実
施
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
」
は
存
在
し
な
い
。

三
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
現
在
、
東
京
国
際
空
港
に
お
け
る
新
た
な
飛
行
経
路
案
（
以
下
「
新
経
路
案
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て
、
お
尋
ね
の
「
洋
上
脚
下
げ
の
実
施
」
及
び
「
「
脚
下
げ
」
回
避

エ
リ
ア
の
設
定
」
に
つ
い
て
は
、
決
ま
っ
て
い
な
い
。

三
の
�
に
つ
い
て

三
の
�
及
び
�
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
新
経
路
案
に
よ
る
運
航
時
の
御
指
摘
の
「
洋
上
脚
下
げ
の
実
施
」
に

つ
い
て
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
よ
う
に
、
御
指
摘
の
「
落
下
物
減
少
」
と
「
洋

上
脚
下
げ
の
実
施
」
と
の
因
果
関
係
は
必
ず
し
も
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
仮
に
、
御
指
摘
の
「
洋
上
脚
下
げ
か
ら
陸
地
上
で

の
脚
下
げ
方
式
」
に
変
更
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
、
御
指
摘
の
「
直
下
に
生
活
す
る
人
や
建
造
物
へ
の
落
下
物
に
よ
る
被

三



害
の
リ
ス
ク
」
が
高
ま
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日
内
閣
衆
質
一
九
八
第
二
九
号
）
三
に
つ
い
て
で
お
答
え
し

た
と
お
り
、
航
空
機
か
ら
の
落
下
物
（
以
下
「
落
下
物
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
平
成
三
十
年

三
月
に
取
り
ま
と
め
た
「
落
下
物
対
策
総
合
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
踏
ま
え
、
同
年
八
月
に
航
空
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年

運
輸
省
令
第
五
十
六
号
）
を
改
正
し
、
平
成
三
十
一
年
一
月
十
五
日
か
ら
本
邦
航
空
運
送
事
業
者
及
び
航
空
機
使
用
事
業
者

に
対
し
、
同
年
三
月
十
五
日
か
ら
外
国
人
国
際
航
空
運
送
事
業
者
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
部
品
等
脱
落
防
止
措
置
を
講
ず
る
こ

と
を
義
務
付
け
た
こ
と
に
加
え
、
駐
機
中
の
航
空
機
を
空
港
管
理
者
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
体
制
を
強
化
す
る
な
ど
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
落
下
物
対
策
に
万
全
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
。

四


